
各位 

株式会社トランスジェニックグループ 

 

第 27期定時株主総会の質疑応答の要旨について 

 

 2025年 6月 30日(月)、第 27期定時株主総会を開催し、4名の株主様から 8件のご質問

を頂き、代表取締役社長 福永が回答致しましたので、その要旨をお知らせいたします。 

 

記 

（質問要旨） グロース市場からスタンダード市場への市場変更申請を取り下げた理由を

お聞かせください。 

（回答要旨） 本来は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を目的に市場区分の変更

を申請しておりましたが、子会社において不正が判明し、外部専門家による

調査や決算手続きに相応の時間を要したため、東京証券取引所による承認期

日までに承認を受けることが難しいと判断したためです。 

また、まずは再発防止策の実行と信頼の回復に全力で努めることが最優先で

あるとの考えから、今回の申請は一旦取り下げることといたしました。 

（質問要旨） グロースの上場維持基準を充たしていませんが、今後の対応について教えて

ください。 

（回答要旨） 株主の皆様には決算発表延期に加え、上場維持基準についてもご心配をおか

けしていることをお詫び申し上げます。当社株価の低迷は一時的なトランス

ジェニック社の業績低迷にあると考えており、この業績低迷の要因は把握し

ており、既に対応策を前期から実施しております。このことを市場が認識す

れば、早々に株価については回復するものと考えております。この局面に経

営陣一丸となって取り組むとともに、IR 活動についても強化してまいりま

す。また、業績回復動向を見ながら株主還元策についても検討してまいりま

す。 

（質問要旨） プレスリリースにおいて試験不正を行った社員は懲戒解雇処分とありまし

が、損害賠償金の請求等を行ったのか教えてください。 

（回答要旨） 当該事案につきましては、社内で厳正に事実確認も行ったうえで、弁護士に

も相談の上、関係者に対して適切な処分を実施しております。詳細について

は、個人情報に関わる内容であることから、公表は差し控えさせていただき

ます。 

（質問要旨） 株主還元の方法について、クオカードを廃止して持ち株に応じた暗号資産と

していただきたい。 

（回答要旨） 株式数に応じて還元という部分は、今後検討してまいります。 



（質問要旨） 子会社の不正について、親会社の経営陣として責任はどのように考えている

かお聞かせください。 

（回答要旨） 今回の子会社における不正事案につきましては、経営陣一同重く受け止めて

おります。6月 20日公表いたしましたとおり、代表取締役および関係役員の

役員報酬の一部を減額する措置を既に講じております。引き続き、グループ

全体の内部統制の強化と信頼回復に向けて、真摯に取り組んでまいります。 

（質問要旨） 会計監査人の変更と子会社の不祥事は関係あるのか教えてください。 

（回答要旨） 会計監査人の変更につきましては、子会社の不祥事とは関係はございませ

ん。会計監査人の変更のリリースは 4月に行っていますが、監査法人への交

替の打診は本不正を相談する前に行っております。以前より契約期間の満了

を見据えて、監査体制の見直しを検討しておりました。今回の問題を受けて、

グループ全体の統制強化と再発防止にも取り組んでおり、今後新たな監査法

人の知見も活かしながら、ガバナンスのさらなる強化に努めてまいります。 

（質問要旨） 質疑応答も含めて動画配信をしていただきたい。 

（回答要旨） 株主の皆様への情報提供の充実は、当社としても重要な取り組みと認識して

おります。現在、総会後には質疑応答を含めた内容を整理のうえ、書面にし

て要旨をホームページに掲載しておりますが、動画による配信につきまして

は、プライバシー・個人情報の保護や、やり取りの一部が誤って独り歩きす

るリスクなども踏まえ、慎重な対応が必要と考えており、現時点で見送らせ

ていただく判断をしております。 

今後も、より適切な情報提供のあり方については引き続き検討を重ね、株主

の皆様との建設的な対話に努めてまいります。 

（質問要旨） 今回不正を起こしたトランスジェニック社は創薬支援事業の中核とのこと

だが、業績が非常に悪いです。今後株価を上げるうえで、トランスジェニッ

クの再起についてどのように考えるかお聞かせください。 

（回答要旨） トランスジェニック社の業績低迷は一時的な要因と構造的な要因があり、構

造的な要因については既に対策を実行しております。トランスジェニック社

の強みは創薬支援事業会社としては中規模組織であることを活かし、環境変

化に柔軟かつ迅速に対応できることです。当期業績だけ見ますと株主の皆様

は心配されると思いますが、人材、試験メニュー双方ともに、数年前とは比

較にならないレベルにアップしております。あとはこれらを受注につなげて

いくだけと考えています。投資・コンサルティング事業の売上、利益は安定

しており、これに、構造転換を遂げたトランスジェニック社の黒字が加わり

業績が向上すれば株価は回復すると考えております。 

 

以上 


